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大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
類

の
転
倒
・
落
下
、
ガ
ラ
ス
の
飛

散
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
発

生
し
ま
す
。
地
震
に
備
え
、
家

の
中
や
外
を
点
検
し
、
非
常
時

の
行
動
に
つ
い
て
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
非
常
時
持
出
品
な
ど

の
準
備
も
忘
れ
ず
に
。

《
家
具
類
の
転
倒
や
落
下
を
防

止
》
❖
Ｌ
字
型
の
金
具
や
転
倒

防
止
シ
ー
ト
な
ど
で
家
具
類
の

転
倒
・
落
下
を
防
ぐ
❖
窓
ガ
ラ

ス
な
ど
に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

を
貼
る
❖
通
路
や
出
入
り
口
に

物
を
置
か
な
い
。

《
家
の
外
を
点
検
・
補
強
》
不

安
定
な
ア
ン
テ
ナ
や
屋
根
瓦
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
門
柱
な
ど
を
補

強
。
ひ
び
割
れ
な
ど
の
修
理

も
。

《
家
族
で
話
し
合
い
》
❖
役
割

分
担
を
決
め
る
❖
連
絡
方
法
や

避
難
場
所
の
確
認
。

《
非
常
時
持
出
品
の
準
備
》
食

糧
、
水
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

常
備
薬
、
衣
類
、
タ
オ
ル
な
ど

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入

れ
て
お
く
。
２
～
３
日
分
の
準

備
を
。

①
地
震
に
備
え
る

②
発
生
時
の
行
動
を
確
認

　

地
震
発
生
か
ら
の
時
間
の
経

　

防
災
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
危
機
管
理
・
防
災

課(

☎
66
・
１
０
８
９)

へ
。

　

１
月
９
日
、
市
内
の
各
消
防

団
や
婦
人
消
防
隊
、
東
・
西
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
、
市
消
防
職
員

ら
約
１
，
０
０
０
人
に
よ
る
消

防
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
で
の
式
典
の
あ

と
、
市
民
ら
が
見
守
る
中
、
マ

ナ
イ
～
平
野
屋
通
を
分
列
行
進

し
、
伊
佐
津
川
河
口
で
消
防
車

両
32
台
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
舞
鶴
海
上
保

安
部
巡
視
艇
２
隻
に
よ
る
放
水

も
あ
り
、
参
加
者
は
防
災
に
対

す
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。　

 
                     

《
消
防
本
部
》

守ります、まちの安心・安全

舞鶴市長選挙

▪投票できる人　平成３年２月７日までに生ま
れた日本国民で、平成 22 年 10 月 29 日までに
舞鶴市の住民基本台帳に登録され、投票日まで
引き続き舞鶴市に住んでいる人。
▪不在者投票　１月 31 日（月）～２月５日（土）
８時 30 分～ 20 時。指定された病院、施設など
に入院（所）中の人や他の市区町村に仕事などの
用事で滞在中の人は不在者投票ができます。た
だし、手続きに日数を要する場合がありますの
で、できるだけ早めに投票用紙の請求などの手
続きをしてください（告示日前でも可）。
※他の市区町村で不在者投票される際に、その
市区町村が地方選挙などの選挙期間でない場合
は、１月 31 日（月）～２月４日（金）８時 30
分～ 17 時に投票してください。
　
　市長選挙に関するお問い合わせは、市選挙管
理委員会事務局（総務課内、☎66・1044）へ。

期日前投票

投 票 日
投票時間 ７時～ 20 時

２月６日（日）

　

１
月
10
日
、
中
総
合
会
館
と

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で｢

た
こ
作

り
・
た
こ
揚
げ
大
会｣

を
開
催
。

子
供
た
ち
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

遊
び
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

市
教
育
委
員
会
と
市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
が
共
催
で
実
施

し
た
も
の
。
子
ど
も
や
保
護
者

67
人
が
参
加
し
、
一
年
の
願
い

を
込
め
、
思
い
思
い
に
手
作
り

た
こ
を
作
製
。
時
折
、
雪
が
降

る
天
候
で
し
た
が
、
子
供
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
た
こ
揚
げ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

みんなの願い 空高く
みんなの願い 空高く

▲伊佐津川河口での一斉放水

市政に生かそう あなたの一票

　

地
震
大
国
と
呼
ば
れ
る
日
本
。
地
震
は
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
で
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
年
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
」、
15
日
～
21
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
週
間
」。「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」、

「
危
険
を
察
知
す
る
」、「
お
互
い
に
助
け
合
う
」

こ
と
に
心
掛
け
、
身
の
回
り
の
安
全
確
認
や
地

震
が
発
生
し
た
場
合
の
行
動
な
ど
に
つ
い
て
、

い
ま
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

１月 31 日（月）～２月５日（土）
８時 30 分～ 20 時

市役所、西支所、加佐分室

　

１
月
26
日
（
水
）
の
「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、

23
日
（
日
）
９
時
か
ら
満
願

寺
で
、
９
時
30
分
か
ら
行
永

家
住
宅
で
地
域
住
民
や
消
防

団
な
ど
の
連
携
に
よ
る
消
防

訓
練
を
実
施
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
警

防
課
（
☎
66
・
１
０
９
１
）
へ
。

過
に
合
わ
せ
た
行
動
の
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
（
時
間
は
目
安
で
す
）。

《
地
震
が
発
生
し
た
ら
》
❖
机

の
下
な
ど
に
身
を
隠
し
、
倒
れ

て
く
る
家
具
や
落
下
物
か
ら
自

分
の
身
を
守
る
❖
ド
ア
や
窓
を

開
け
て
逃
げ
道
を
確
保
。

《
１
～
２
分
後
》
❖
ガ
ス
の
元

栓
な
ど
火
元
を
確
認
。
出
火
が

あ
れ
ば
落
ち
着
い
て
消
火
❖
家

族
の
安
全
を
確
認
❖
割
れ
た
ガ

ラ
ス
な
ど
を
踏
ま
な
い
よ
う
に

靴
を
履
く
。

《
３
分
後
》
❖
近
所
で
声
を
掛

け
、
無
事
を
確
認
❖
余
震
に
注

意
。

《
５
分
後
》
❖
ラ
ジ
オ
な
ど
で

消防出初式を開催

日ごろからの備え、徹底を日ごろからの備え、徹底を日ごろからの備え、徹底を
1月 15 日～21 日は防災とボランティア週間1月 15 日～21 日は防災とボランティア週間文

化
財
防
火
運
動

文
化
財
防
火
運
動

1
月
23
日
、
消
防
訓
練
を
実
施

正
し
い
情
報
を
収
集
❖
火
が
天

井
に
達
し
た
と
き
や
家
屋
倒
壊

の
危
険
が
あ
る
と
き
は
避
難
❖

漏
電
・
ガ
ス
漏
れ
に
注
意
し
て

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

《
10
分
後
》
❖
け
が
人
が
い
る

場
合
は
協
力
し
て
け
が
人
を
救

出
・
救
護
。

【
避
難
す
る
と
き
は
】
❖
で
き

る
だ
け
徒
歩
で
慌
て
ず
に
❖
落

下
物
に
注
意
。

１
月
15
日
～
21
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

次号の折り込みは２月１日（火）
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勢
い
よ
く
走
っ
て
挑
戦
す
る
参
加
者


